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千
穂
で
ム
ギ
や
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
現
在
は
雑
穀
焼
酎
圏
と
な
っ
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
な
６
つ
の
地
域
分
け
は
、
既
存
研
究
に
な
い
新
た
な
興
味
深
い
研
究
成

果
で
あ
る
。

三-

六　

九
州
地
方
に
お
け
る
飲
酒
嗜
好
地
域
の
展
開

筆
者
は
、
宮
崎
県
の
調
査
後
、
熊
本
、
大
分
、
佐
賀
県
に
お
い
て
同
様
の
飲

酒
嗜
好
研
究
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
と
文
献
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

て
九
州
地
方
に
お
け
る
飲
酒
嗜
好
地
域
の
展
開
を
図
化
し
た
の
が
、
図
25
で
あ

る
。
違
う
場
所
で
同
じ
酒
が
好
ま
れ
る
な
ど
、
計
１
６
の
飲
酒
嗜
好
地
域
を
見

出
す
と
い
う
興
味
深
い
結
果
を
得
た
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
本
図
に
関
す
る
詳

細
説
明
は
残
念
な
が
ら
割
愛
す
る
。

四　

伝
統
的
な
酒
と
魚
と
そ
の
文
化
を
活
用
し
た
地
域
振
興

南
九
州
（
鹿
児
島
・
宮
崎
）
の
焼
酎
業
界
に
嵐
の
よ
う
な
大
量
生
産
・
大
量

販
売
に
よ
る
一
大
景
気
を
も
た
ら
し
た
焼
酎
ブ
ー
ム
は
、
し
か
し
、
２
０
０
５

年
以
降
完
全
に
沈
静
化
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
も
安
定
し
た
生
産
は
あ
る
が
、

業
界
で
は
ブ
ー
ム
の
再
現
を
模
索
し
て
い
る
。
本
物
志
向
か
ら
く
る
焼
酎
ブ
ー

ム
の
後
に
来
る
の
は
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
簡
単
に
移
動
で
き
な
い
問
題
は
あ
る

が
、
本
物
の
焼
酎
を
本
物
が
育
っ
た
地
に
出
向
い
て
肴
を
含
め
た
本
物
の
文
化

を
堪
能
す
る
。
そ
う
い
っ
た
、
酒
と
魚
に
関
す
る
旅
（
ド
リ
ン
ク
＆
イ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
）
を
、
こ
こ
で
は
提
唱
し
た
い
。

旅
の
拠
点
、
訪
れ
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
飲
食
物
生

産
の
場
と
し
て
、
焼
酎
蔵
の
工
場
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宮
崎
県
内
で

も
見
学
可
能
な
焼
酎
蔵
が
増
え
て
い
る
。
現
在
宮
崎
県
酒
造
組
合
に
加
入
し
て

い
る
酒
蔵
（
酒
造
業
者
）
が
３
８
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ネ
ッ
ト
情
報
と
し
て
酒

蔵
見
学
を
謳
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
１
９
社
と
な
っ
て
い
る
15

。
比
較
的
小
規
模

な
酒
蔵
が
多
い
の
で
、
狭
い
酒
蔵
に
人
が
入
る
と
蔵
付
き
酵
母
に
悪
影
響
が
出

る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
大
手
を
中
心
に
Ｈ
Ｐ
で
謳
っ
て
い
な
く
て
も
交
渉

次
第
で
見
学
可
能
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
一
方
、
魚
の
生
産
に
関
す
る
場
と
し
て

は
、
ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
漁
業
・
養
殖
業
体
験
な
ど
が
あ
る
。
続
い
て

流
通
・
販
売
に
関
わ
る
場
と
し
て
、
小
売
酒
販
店
が
あ
る
。
酒
販
店
は
、
酒
類

販
売
の
自
由
化
に
伴
う
競
争
の
激
化
で
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
も
生
き
残
っ
て
い
る
店
は
、
店
主
の
酒
に
関
す
る
深
い
知
識
と
こ

だ
わ
り
を
持
っ
た
個
性
的
で
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
一
方
、
魚
に
関
し

て
、
地
方
の
魚
市
場
の
セ
リ
前
に
は
様
々
な
魚
介
が
並
び
、
さ
し
ず
め
ミ
ニ
水

族
館
的
様
相
を
呈
す
る
。
増
え
つ
つ
あ
る
漁
協
直
営
店
で
も
比
較
的
安
価
で
新

鮮
な
魚
介
が
手
に
入
る
。
町
の
鮮
魚
店
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
魚
の
加
工
に
関
す
る
工
場
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
興
味

深
い
。
消
費
の
場
と
し
て
の
居
酒
屋
、
漁
協
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ま
た
漁
家
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
漁
業
や
地
酒
に
関
す
る
博
物
館
、
史
・

資
料
館
で
学
ぶ
の
も
よ
い
。
地
元
の
方
々
に
語
り
部
と
な
っ
て
も
ら
っ
て
、
昔

の
話
を
聞
く
の
も
お
も
し
ろ
い
。
本
物
の
地
域
に
出
向
け
ば
、
関
連
す
る
事
・

物
に
ふ
れ
る
本
物
の
旅
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四-

一　

地
域
飲
食
資
源
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン　

日
南
地
区

旅
の
プ
ラ
ン
の
一
つ
目
は
、
日
南
の
酒
と
魚
に
ま
つ
わ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
日
南
市
漁
協
の
セ
リ
風
景
や
昔
の
様
子
、
魚
介
料
理
な
ど
の

魚
関
連
ど
こ
ろ
と
、
市
町
村
別
最
多
の
９
酒
蔵
が
集
中
す
る
焼
酎
な
ど
が
見
ど

こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
宮
崎
大
学
経
済
地
理
学
・
人
文
地
理
学
ゼ
ミ
学
生
と
一

緒
に
行
っ
た
地
理
巡
検
時
の
写
真
を
使
い
な
が
ら
、
旅
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
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図30　日南市漁協市場に水揚げされた
キハダマグロ

図26　日南主部地形図

図27　油津港を北から望む

図31　日南市漁協市場に水揚げされた
ホンマグロ

図29　水揚げホンマグロ内臓抜き作業

図28　油津日南市市場のセリ風景

図32　日南市漁協市場に水揚げされた
ビンチョウマグロ（トンボ）
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図37　日南市漁協市場に水揚げされたサワラ

図40　飫肥スギを流し下した堀川

図38　日南市漁協市場に水揚げされた
タチウオ

図33　日南市漁協市場に水揚げされたカツオ

図34　日南市漁協市場に水揚げされた
トビウオ

図35　日南市漁協市場に水揚げされたヤガラ

図36　日南市漁協市場に水揚げされた
マンダイ

魚市場は、ミニ水族館だ!

図39　油津赤レンガ館

油津、戦前の繁栄を偲ぶ
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図41　かつて奄美沖までカツオ漁に行った
チョロ船

図46　むかでのり

図42　伝統のカツオ飯

図47　京屋酒造

図48　京屋酒造 蔵内の焼酎瓶

図49　古澤醸造（大堂津）

図43　ゴングリのから揚げ

図44　トビウオの塩蒸し

図45　魚うどん

日南 魚介料理の数々
日南 焼酎蔵訪問
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図50　古澤醸造先代社長（故人）による
酒蔵案内

図51　飫肥城門

図54　日本一の生産を誇るスイートピー

図52　飫肥城内での泰平踊り

図55　酒谷の棚田

図53　道の駅南郷のジャガランダ

図56　大堂津港カツオ船出港風景

日南の観光名所

日南の酒と魚を巡る旅　お楽しみ

いただけたでしょうか。　　　　
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四-
二 

 

地
域
‘
人
財
’
を
活
用
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ラ
ン　

延
岡
市
島
野
浦
島

延
岡
市
島
野
浦
島
は
、
釣
り
の
メ
ッ
カ
、
初
夏
に
は
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
乱
れ
る

ま
さ
に
、「
魚
舞
い
花
咲
く
美
島
」
で
あ
る
。
島
も
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
が
、

多
く
の
古
老
が
何
ら
か
の
一
芸
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
一
芸
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
地
域
資
源
と
し
て
の
景
観
、
水
産
物
な
ど
と
と
も
に
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
目
玉
と
な
る
。
貴
重
な
人
材
は
、
ま
さ
に
‘
人
財
’
で
あ
る
。
筆
者

ら
に
よ
る
２
０
１
２
年
の
全
戸
聴
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
以
下
の
人
財
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、

１
．
島
の
昔
を
語
れ
る
人
財
３
人
、
話
の
補
助
が
で
き
る
人
財
４
人
。

２
．
昔
の
子
ど
も
の
遊
び
を
教
え
る
人
財
８
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
３
人
。

３
．
民
謡
や
演
歌
な
ど
歌
の
指
導
が
で
き
る
人
財
２
人
。

４
．
島
の
自
然
を
案
内
で
き
る
人
財
１
人
。

５
．
魚
釣
り
の
指
導
が
で
き
る
人
財
１
３
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
４
人
。

６
．
磯
遊
び
の
指
導
が
で
き
る
人
財
６
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
４
人
。

７
．
海
で
の
素
潜
り
の
指
導
が
で
き
る
人
財
３
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
１
人
。

８
．
島
周
囲
の
海
巡
り
が
で
き
る
人
財
２
人
。

９
．
山
の
遊
び
を
指
導
で
き
る
人
財
４
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
２
人
。

10
．
ま
き
網
漁
の
話
が
で
き
る
人
財
７
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
８
人
。

11
．
ま
き
網
以
外
の
漁
業
の
話
が
で
き
る
人
財
１
人
。

12
．
水
産
養
殖
業
の
話
が
で
き
る
人
財
２
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
２
人
。

13
．
水
産
加
工
業
の
話
が
で
き
る
人
財
１
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
１
人
。

14
．
漁
業
協
同
組
合
の
話
が
で
き
る
人
財
２
人
。

15
．
そ
の
他
の
仕
事
の
話
が
で
き
る
人
財
１
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
１
人
。

16
．
伝
統
的
魚
介
料
理
を
教
え
る
人
財
５
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
が
５
人
。

17
．
そ
の
他
の
料
理
を
教
え
る
人
財
２
人
、
補
助
が
で
き
る
人
財
が
１
人
。

18
．
お
祭
り
・
年
中
行
事
を
語
れ
る
人
財
６
人
。

19
．
芸
術
作
品
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
財
１
人
。

20
．
そ
の
他
の
芸
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
財
３
人
。

以
上
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
す
る
技
術
と
意
欲
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
７
０
人
、
補
助
で
き
る
方
が
３
６
人
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
漁
家
民
泊
受
け
入
れ
可
能
と
答
え
た
家
が
３
４
軒
、
最
大
受
け
入
れ
可

能
人
員
１
０
６
人
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
施
設
、
地
域
の
自
然
・
人
文
的
構
成

要
素
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
興
味
深
い
旅
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

図58　鏡山から望む島野浦島

図57　島野浦地形図
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図59　島野浦観光案内ポスター　
　　　島野浦 HP， http://www.lead2001.co.jp/ritou/index.html。

図60　島のことなら何でもわかる人財による
島案内

図62　秋祭り

図61　基幹産業まき網操業風景図63　ツツジ・トレッキング
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五　

終
わ
り
に

以
上
、
「
宮
崎　

酒
と
魚
の
文
化
地
理 

日
本
に
お
け
る
飲
食
文
化
の
地
域
比

較
」
と
題
し
て
話
を
進
め
て
き
た
。
話
は
、
日
本
に
お
け
る
魚
介
類
食
を
め
ぐ

る
状
況
か
ら
始
ま
っ
て
、
飲
酒
嗜
好
に
み
る
日
本
の
地
域
性
へ
と
展
開
し
て
き

た
。
和
食
の
最
も
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
酒
と
魚
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
酒
離
れ
」
、
「
魚
離
れ
」
と
い
う
現
実
の
も
と
、
厳
し
い
局
面
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
話
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
資
産
を
使
っ
た

地
域
振
興
策
の
一
例
と
し
て
の
「
ド
リ
ン
ク
＆
イ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
、
具

体
例
と
し
て
、
県
南
、
日
南
の
旅
と
、
県
北
、
島
野
浦
島
の
旅
を
紹
介
し
た
。

と
に
か
く
、
宮
崎
県
に
は
、
美
し
い
景
色
、
美
味
し
い
食
べ
物
、
楽
し
い
祭
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
々
、
県
内
外
の
人
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
要
素
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。
よ
く
「
何
も
な
い
田
舎
」
な
ど
と
卑
下
し
た
言
葉
で
語

ら
れ
が
ち
な
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
地
域
に
も
、
そ
こ
で

長
年
人
が
暮
ら
し
、
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
歴
史
と
生
き
る
術
と
し
て
の
貴
重

な
地
域
資
産
で
あ
る
文
化
が
根
付
い
て
い
る
。
決
し
て
何
も
な
い
土
地
と
い
う

の
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宮
崎
県
内
各
地
の
そ
う
い
っ
た
地
域
資
産
を
正
確
に

認
識
・
再
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
国
も
地
域
も
財
政
的
な
苦
境
か
ら
、
地
域
活
性
化
に
苦
慮

す
る
中
で
、
人
財
と
頭
を
よ
く
使
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
地
方
に
輝
か
し

い
未
来
へ
繋
が
る
道
が
開
け
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

注
・
文
献

１　

中
村
周
作
（
２
０
１
８
）
：
『
佐
賀
・
酒
と
魚
の
文
化
地
理 

文
化
を
核
と
す
る
地
域
お

こ
し
へ
の
提
言
』
、
海
青
社
、
９—

１
５
頁
。

２　

前
掲
１
。
中
村
周
作
（
２
０
１
２
）
：
『
宮
崎
だ
れ
や
み
論 

酒
と
肴
の
文
化
地
理
【
増

補
改
訂
版
】
』
、
鉱
脈
社
。

３　

中
村
周
作
（
２
０
２
２
）
：
「
伝
統
的
魚
介
類
食
の
維
持
・
活
用
に
よ
る
地
域
社
会
の
持

続
可
能
性
を
考
え
る 

宮
崎
県
に
お
け
る
魚
介
類
食
拠
点
を
事
例
と
し
て
」
、
『
農
業
と
経
済
』

８
８—

４
、
６
８—

８
０
頁
。

４　

「
日
本
の
食
生
活
全
集 

北
海
道
」
編
集
委
員
会
編
（
１
９
８
８
）
：
『
日
本
の
食
生
活
全

集
１ 

聞
き
書 

北
海
道
の
食
事
』
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
３
５
６
頁
他
４
７
巻
。

５　

「
日
本
の
食
生
活
全
集 

新
潟
」
編
集
委
員
会
編
（
１
９
８
５
）
：
『
日
本
の
食
生
活
全
集

１
５ 
聞
き
書 

新
潟
の
食
事
』
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
１
９
７
頁
。

６　

奈
良
県
：
「
大
和
の
行
事
食
」
、g

y
o
u
j
i
s
y
o
k
u
.
p
d
f
 
(
p
r
e
f
.
n
a
r
a
.
j
p
)

、
５
９
頁
。

７　

中
村
周
作
（
２
０
１
４)

:

『
酒
と
肴
の
文
化
地
理 

大
分
の
地
域
食
を
め
ぐ
る
旅
』
、
原
書

房
、
１
５
９—

１
６
０
頁
。 

.

８　

①
「
日
本
の
食
生
活
全
集 

宮
崎
」
編
集
委
員
会
編
（
１
９
９
１
）
：
『
日
本
の
食
生
活

図64　伝統料理 たたっこ、あげみ
　　タイ茶漬け、生たたっこ

図65　サバの魚ずし
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全
集
４
５ 

聞
き
書 

宮
崎
の
食
事
』
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
３
５
５
頁
。
②
宮
崎
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
編
（
１
９
９
４
）
：
『
み
や
ざ
き
の
魚
郷
土
料
理
集
』
、
宮
崎
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
、
１
０
３
頁
。
③
飯
田
辰
彦
（
２
０
０
５
）
：
『
生
き
て
い
る
日
本
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ド 
宮
崎
県
椎
葉
村
、
究
極
の
郷
土
食
』
、
鉱
脈
社
、
２
９
３
頁
他
。

９　

調
査
件
数
は
、
世
帯
数
の
２
‰
と
し
、
地
域
性
を
鑑
み
て
微
調
整
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
数
を
市
町
村
別
に
示
す
と
、
宮
崎
市
１
９
０
件
、
延
岡
市
１
２
２
件
、
都
城
市
１
１
３
件
、

日
向
市
５
５
件
、
日
南
市
４
５
件
、
西
都
市
・
小
林
市
３
０
件
、
串
間
市
・
高
鍋
町
２
５
件
、

え
び
の
市
２
１
件
、
清
武
町
２
０
件
、
門
川
町
・
川
南
町
・
新
富
町
・
国
富
町
・
南
郷
町
・

三
股
町
１
５
件
、
高
千
穂
町
・
美
郷
町
・
都
農
町
・
高
原
町
１
０
件
、
綾
町
・
野
尻
町
８
件
、

日
之
影
町
・
五
ヶ
瀬
町
・
西
米
良
村
６
件
、
椎
葉
村
、
木
城
町
、
北
郷
町
５
件
、
北
川
町
・

諸
塚
村
４
件
の
計
８
５
３
件
で
あ
っ
た
。

10　

前
掲
８
①
、
２
６
２
頁
。　

11　

中
村
周
作
（
２
０
１
２
）
：
『
熊
本 

酒
と
肴
の
文
化
地
理 

文
化
を
核
と
す
る
地
域
お
こ

し
へ
の
提
言
』
、
熊
本
出
版
文
化
協
会
、
１
６
５—
１
７
６
頁
。

12　

焼
酎
の
ひ
と
つ
で
あ
る
連
続
式
蒸
留
焼
酎
製
造
は
、
今
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
、
愛
媛

県
の
企
業
で
始
ま
っ
た
。
従
来
、
国
酒
と
い
う
と
、
清
酒
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
筆

者
は
、
焼
酎
も
こ
れ
に
加
え
て
考
え
た
い
。

13　

統
計
は
、
各
年
度
の
変
動
を
平
均
化
す
る
た
め
に
直
近
の
１
０
年
間
（
２
０
０
８
～

２
０
１
７
年
）
の
平
均
値
を
算
出
、
比
較
し
た
。

14　

連
続
式
蒸
留
焼
酎
が
、
肴
の
味
の
邪
魔
を
し
な
い
と
い
う
話
は
、
熊
本
県
芦
北
町
の
酒
屋

で
、
凍
ら
な
い
か
ら
よ
い
と
い
う
話
は
、
北
海
道
国
税
局
に
対
す
る
聴
き
取
り
に
よ
る
。

15　

宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
：
「
宮
崎
本
格
焼
酎
応
援
サ
イ
ト 

D
a
r
e
y
a
m
i
 

酒
蔵
が
見
学

で
き
る
焼
酎
工
場
」
、h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
d
a
r
e
y
a
m
i
.
 
j
p
/
d
i
a
r
y
/
m
i
y
a
z
a
k
i
 
-
s
a
k
a
g
u
r
a
-

k
e
n
g
a
k
u
/

。


